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宮城県気仙沼市周辺の放射能探査
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Radiometric　Recon皿aissance　of　the　Metallic　Ore　Deposits　at　thg　Env廿むns

　　　　　　　　　　　　　　of　Kesennuma　City，Miyagi　Prefecture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　Hisanao　Koizumi，Toshio、Igarashi，Hokuichir60h【nachi，

　　　　　　　　　　　　　　　　　Shizuka　Okumi＆Takeo　Okano『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　　　　　　　Kesennuma　city，Miyagi　prefecture　is　situated　at　the　southem　comer　of　Kitakami　mountain－

　　　　　　Iand．

　　　　　　　　　　　The　geology　of　this　distrlct　is　co堕posed　mainly　of　slate　alld　limestone　of　Paleozoic　Era

　　　　　　（Permian）l　slate，chert　and　conglomerate　of　Mesozoic　Era（upper　Triassic）l　and　andesific　volcanics・

　　　　　　of　lower　Cretaceous　age．　They　are　intruded　by　gran6diorite，quartz－monzonite　and　quartz－diorite・

　　　　　　of　Iate　Cretaceous　age．

　　　　　　　　　　　Most　of　ore　depos重ts　in　the　district　are　f＆ult丘ssure　veins　whic与occur　in　the　sedimentarゾ

　　　　　　rocks　ofPaleozoic　or　Mesozoic　fomation　and　quartz－monzonite．

　　　　　　　　　　　They　are　classified　in　three　type　deposits　as　follows：

　　　　　　　　　　　1）　Gold，silver　bearing　quartz－arsenopyrite　veins

　　　　　　　　　　　2）　CoPPer　bearing『pyrrhotite－scheelite　veins

　　　　　　　　　　　3）　Gol（1，silver　bearing　quartz－scheelite　veins

　　　　　　　　　　　The　ores　show　a　tendency　of　zona⊥distribution　from　the　center　towards　the　enclosing　gra・・

　　　　　　nitic　rock、

　　　　　　　　　　　Namely，1）Cu－W－Mo　fomation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　Cu－Ni－Co－As－U　formation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Cu－Zn－Pb－As－W　fomation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　AU－Ag・As．B孟・Te　formation

　　　　　　　　　　　In　the　present　survey，urallium・minerals　have　been　discovered　from　Maeda　deposit　and　Ry貢sei．、

　　　　　　deposit－in　Matsuiwa　mine，Kesennuma　city，Miyagi　prefecture，but　in　the　other　mines，radioactive・

　　　　　　anomaly　co翠1d　not　be　recognized・

　　　　　　　　　　　The　uraninites　from　Matsuiwa　mine　are　concentrated　in　the　fo？twall　or　hanging　wall　side・

　　　　　　of　the　ve1ns．

　　　　　　　　　　　The　uraninites　are　associated　with　green　tourmahne，arsenopyrlte，scheelite，pyrite　and

　　　　　　pyrrhotite　etc．，and　some　of　th6m　show　colloformむexture．The　predominant　sulphides　of　the窃e

　　　　　　deposit　are　pyrite，pyrrhotite，chalcopyrite　and　arsenopyrite．　Other　n｝inor　minerals　are　sphalerite，

　　　　　　scheelite7uraninite　and　pitchblendel　Gangue　minerals　are　calcite，quar亡z，chlorite　and　ser量dte，e亡c．

　＊元所員
＊＊仙台、駐在員事務所

＊淋鉱床部
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　　From　th6mineralogical　association’of　the　ore，‡he　mineralization　in　the　deposit　is　divided

into　three　stages：

　　1）Tourmaline－Chlorite，quart匹arsenΦyr玉te・scheelite．pyrite－uranihite　stage

　　2）　Ωua士tz－pyrrhotite－chalcopyrite－pyrite　stage

　　P3）、Ωua丘z－calcite－sphalerite－pyritestage

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　Alterations　of　walh㏄ks　are　mainly　chloritization，silicification　and　sericitization．

　　　　　　　　要　　旨
　本調査地域はいわゆる南部北上山地に属し，4の付近

の地質は古生代の粘板岩・砂岩，中生代に属する粘板岩・

三珪岩および礫岩，．下部白聖紀の噴出にか》ろ安山岩質火

山岩類および上部白聖紀に逆入したといわれる花闇閃緑

岩・石英モンゾニ岩および石英閃緑岩が分布している。

　金属鉱床は主として上記の堆積岩および花闘岩類中に

賦存する断層裂か充填鉱床である。これらはその主要鉱

石鉱物から次の3つの型に分類される。

　（1）含金銀石英硫砒鉄鉱鉱床

　（2）含銅磁硫鉄鉱灰重石鉱床

　（3）含金銀石英灰重石鉱床

　これらの鉱床のうち，気仙沼市の西部地域では花闘岩

類を中心とし，鉱石の累帯配列の傾向がみられる。すな

わち中心部から外側へ向けて，①Cu－W－Mo②Cu－

N三一Co・W－As－U③Cu－Zn・Pb・As－W④Au－Ag－As－Bi・

』Teの順に諸鉱床が発達している。

　今回の調査では26鉱山について放射能強度を調査し

．たが，これらのうち松岩鉱山前田鉱床および隆盛鉱床以

外は異常を認めなかつた。

　松岩鉱山のウランは鉱脈の上盤または下盤際に濃集す

る傾向がみられた。ウラン鉱物としては閃ウラン鉱が確

認され，緑色電気石・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・灰重

石および磁硫鉄鉱も伴なつて産する。

　脈石鉱物は石英・方解石・緑泥石・絹雲母および電気

石等であるσ

　鉱化作用はおyむね最初に閃ウラン鉱・硫砒鉄鉱・灰

重石・黄鉄鉱および電気石が晶出し，次いで磁硫鉄鉱と

黄銅鉱が晶出し，晩期には黄鉄鉱・黄銅鉱および閃亜鉛

鉱が晶出した。石英は全鉱化期を通じて晶出し，炭酸塩

鉱物は早期と後期のおのおのの時押に晶禺した・

　母岩の変質は緑泥石化・絹雲母化・珪化および部分的

に電気石化作用が認められる。

　本鉱床におけるウランの濃集部分の規模ないしは埋蔵

鉱量等については，今後の精査にまたなければならな

い0

　　　　　　　1．緒・　言
本調査地域は北上山地の南部地区にあたり，いわゆる

　　　　　　ノ

折壁石英モンゾニ岩および千厩花嵩閃緑岩の周辺に多く

の金属鉱床が存在する。これらの諸鉱山について放射能

強度に関する概査を行なつた。調査期間が冬季であつた

ために調査の重点を坑内および貯鉱石等においた。なお

調査にあたつては現地において磐井鉱業株式会社新井社

長ほか関係各位に種々の便宜を賜つた。深く感謝の意を

表する。

　なお，本文中の化学分析は技術部化学課がこれに当つ・

た。

2．位置および交通

調査地域は大船渡線気仙沼駅の南西方約6kmに位す

る松岩鉱山を中心とレ，東西約19km，南北約20kmの

地域で，・岩手県東磐井郡・宮城県気仙沼市・本吉町にま

たがる。

3．地形・地質および鉱床概説

　気仙沼市北西部に広く分布する花商岩類の地域は，高

度200～400m内外の比較的緩慢な起伏を示す丘陵性の

山地で，僅かに矢越山（519．6m）・黒森山（536m）・太田山

（685．6m）・御殿山（665．1m）等が円錐状に突出してい

る。これに対し南部の中隼層の分布する区域には長森山

（490・5m）・愛宕山（638m）・大神宮山（5Q4。3m）？大森

山（756m）等があり，地形は概して峻瞼で，谷は鋭く侵

館されている。

　気仙沼市を中心とする一般地質に関しては，すでに志

井田巧8），市川浩一郎3）および南部松夫mらを初めとし

て多くの人々によつて調査されているので，これらの資

料に基づいて編集を行なつた地質図（第1図）についてそ

の概略を述べるこどにする。

　当地域の基盤をなすものは，いわゆる気仙沼層群（二

畳紀）で，主として黒色粘板岩および石灰岩を介在する

地層からなつている。次にこれを不整合に覆う中生層と

しては，気仙沼市南方に広く分布するいわゆる稲井層群

（中・下部三畳紀）・志津川層群（下部ユラ紀）があり，こ

れらの地層は主として，砂岩・粘板岩・チャムト・礫岩

等からなつている。また気仙沼市の東方では唐桑層群・

鹿折層群（下部および上部ユラ紀）が向斜構造（綱木坂向

斜）をなして発達している。
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Cu－Ni－Co・W－As－U　Zone

Cu・Zn－Pb－As－W　Zone

Au－Ag－As－Bi－Te　Zone

鹿子沢鉱山（Au，Ag，W）

鹿折金山（Au，Ag，W）
上鹿折金山（Au，Ag）

本吉金山（Au，Ag）

浦島鉱山（Au，Ag，W）
陣ケ森鉱山（Au，Ag，・W）

根舞金山（Au，Ag）

日高見金山（Au，Ag）

早馬山金山（Au，Ag）

大島金山～Au，Ag）

矢越鉱山（Cu）

早坂鉱山（Au，Ag）

愛宕鉱山（浜横沢）（Au，Ag）

本吉不動鉱山・（Au，Ag）

金成沢鉱山（Au，Ag）

新月鉱山（Au，Ag）

松岩鉱山（Cu，W，U）

松倉鉱山（Cu）

東楽鉱由（Au，Ag）

、荻倉鉱山（Au，Ag）

打越鉱山（Au，Ag）
旭鉱山（Au，Ag）

太田山鉱山（Cu）

峰鉱山（ペグマタイト）

赤金山鉱山（Au，Ag，Cu）

黄金山鉱山（Au，Ag）

保呂羽鉱山（Au，Ag）

馬場山（赤金）鉱山（Au，Ag）

大盛鉱山（Cu，W）

津谷川鉱山（Au，Ag）

清水鉱山（Au，Ag）

（西部地域）

32．千代ケ原鉱山（Au，Ag，Cu，

　　Ni，Co）

33．徳仙丈鉱山（Cu）

34．御殿鉱山（Cu）

35．御獄金山（Au，Ag，Cu）

36．大神宮鉱山（Au，Ag）

37．羽田鉱山1（Cu，Mo）

38。目鉱松岩鉱山（Au，Ag）

39。岩倉鉱山（Au，Ag）

40．岩尻鉱山（Au，Ag）

41．大谷鉱山（Au，Ag，Te）
42．新館坑（大谷鉱山支山）（Au，』Ag）

　　（Au，Ag）

43・宮城王金山（Au，Ag）

44．薄衣鉱山（W）
45．東磐井鉱山（W）

46．新生鉱山（Au，Ag）
47．金敵鉱山（Cu，W）

48．大藤鉱画（Au）

49．松崎鉱山（Au）

50．赤牛鉱山（Au）

①Au・Ag（含石英金銀鉱床型）

②Au櫨g・W（含石英金銀灰重石鉱
　床型）’

③Cu（含銅磁硫鉄鉱鉱床型）

④Cu・W（含銅磁硫鉄鉱灰重石鉱床

　型）

⑤W（含石英灰重石鉱床型）

⑥Cu・Mo（含石英黄銅鉱モリブデソ

　鉱鉱床型）

第1図　宮城県気仙沼市付近の地質図および鉱床分布図

、ノ
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　さらに気仙沼市の北西および南東地方には古白聖紀に

属する新月噴出岩類と大島噴出岩類が発達している。

　深成岩類としては千厩花闇閃緑岩・折壁石英モンゾニ

岩および石英閃緑岩等が気仙沼市北西部に広く分布す

る。

　この地域内に発達する各鉱床群は二畳紀・三畳紀・ユ

ラ紀の各堆積岩類および花崩岩類中に賦存する断層裂か『

充填鉱床でこれらのおもな生成期は上述の花闘岩類の逆

・入期すなわち上部白聖紀と考えられている。これらの鉱

．床群は

　（1）含金銀石英硫砒鉄鉱鉱床

　（2）含銅磁硫鉄鉱灰重石鉱床

　（3）含金銀石英灰重石鉱床

の3つの型に大別される。その鉱床分布状態は，その鉱

石鉱物の共生関係からみて，気仙沼市の西部地域では花

崩岩類を中心とじて遠ざかるに従い①CuW－Mo②

Cu－Ni－Co－W・As－U　③Cu－Zn－Pb－As－W　④Au－Ag－

A3Bi－Teの順に鉱床累帯に配列する傾向がある。これ

に対して下八瀬断層の東側においては若干の灰重石を含

有する含金・銀右英脈のみ発達し，西側の金属鉱床のよ，

うな累帯配列を示すことはない。なお今回の概査結果で

は松岩鉱山以外は放射能異常は認められなかつた。各鉱

床と花歯岩類の関係分布図は第1図に示すようである。

してDS－235を主とし，放射能異常を認めた場所におい

てはDC－P3によつて精密測定を行なつた。

　以下cpmで示された計数で，とくに記載のないもの

はDσP3によるものであ、る。またmr／hで示されるも

のはDS，235によるものである。

　4。2　鉱山各説および放射能強度

　4．2．1　松岩鉱山7）11）12）13）

　松岩鉱山は宮城県気仙沼市赤岩字大滝に位置し，大船

渡線気仙沼駅の南西方約6km，神山川の中流に位する。

本鉱山は明治40年頃から金鉱床として稼行された。そ

の後，銅鉱山として，一時採掘されたといやれるが，間

もなく休山状態にあつた。昭和10年頃からは硫砒鉄鉱

を主とする砒素原料鉱山として開発されてきた。・昭和

30年頃から磐井鉱業株式会社14よσ銅鉱山として再開

された。その後昭和31年奥海靖・岡野武雄によつてウ

ラン鉱を産出することが確認された。鉱山付近の地質は

その基盤をなす上部三畳紀の砂岩・ホルンフェルスおよ

び下部白聖紀新月噴出岩類　（安山岩質熔岩および凝灰

岩・・集塊岩類）からなる。鉱床はこれらを母岩とする断

層帯（怠W系・N30～40？E系）中に賦存する熱水陸裂

か充填鉱床で，いわゆる高温ないし中温型含銅磁硫鉄鉱

鉱床に若干の金・銀・タングステンおよびウランを含有

している。

　本鉱山のおもな鉱床は次のとおりである。

4．放射能探査

　4．1　放射能測定

　今回の調査には下記に示した4種類の測定器を使用し

た。しかし全般を通じて測定の能率をあげるため，主と一

．放射能測定器名

DS－235’

Scintiscope

DC－P3

Pocket　Battery

　 Monito士

　PW4010

測定
単位

’
m
r
／ h

mr／h

cpm

cpm

備　　考

NaU1／2”×1”’γ線に対し
て有効
シンチレーションカウンノタ
Detectron　Corp（U．S．A．）

　　　　隆盛鉱床　　　　　　　　　　　　床

　（つラン鉱1
　　　〃80Y　　ll〆　　　70－8ク罪　　　　　　い
螺磁鞭　　　　　　　　　　覧、1
70W　　　　　　　　　　　　し1

　　2号ぴ　　　　、“　　　ll
　　　箏　　　、、　　　　　　　　　　　大切坑

総荒

Nal11／2”×1”γ線に対し
て有効
シンチレ，一ショyカウyタ
Reed－Curtis　Cα　（U．S．A．）

有効面積：長さ約55mm，
径30mm，β線およびγ線
に対して有効
ガイガーカウンタ
目本無線株式会社医理学研
究所（日本）・

有効面積：長さ約60mm，
径15mm，β線および7線
に対して有効
ガイガーカウンタ
Philips　（Holland）

‘ウラー鉱1

前田鉱床 一「o
第2図　松岩鉱山の鉱床分布略図

　（a）隆盛鉱床

　1号鍾は走向N30。E，傾斜70。Nw，平均脈幅70cm

で，含銅硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱鉱床である。

　2号鑓は1号鑓の分岐脈と考えられるもので，走向

N80。E，傾斜70。N，平均脈幅50cmの含銅硫砒鉄鉱・

磁硫鉄鉱鉱床で，一般にやン銅鉱に富んだ鉱脈である。，

ウラン鉱は2号鑛の西鑓押坑道引立から北西への立入

坑道において認められる。こンでは走向N80qE，傾斜

70。Nを示す角礫帯があり，数条の細脈（脈幅数cm）が
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第3図　松岩鉱山隆盛坑における放射能異常図

発達する。その大部分は褐鉄鉱化し，・これを構成する鉱

物は方解石・電気石・灰重石・黄銅鉱・黄鉄鉱・褐鉄鉱・

石英および粘土鉱物等である。

　放射能強度は坑口付近の自然計数o．oo6mr／hに対し

て，坑内は0．01～0．016mrlhであり，　ウラン鉱の産

出した部分では最高0．15mr／h，および329cpmであつ

た（第3図参照）。なおこれらの分析例は0．11％Uおよ

び0．16％Uであつた。

つて産する。

fom　textureを示すものと自形を示すものが、みられる

（図版1参照）。

　さらに一般的傾向として鉱脈の内側は主として電気

石・方解石が多く，母岩に近づくにつれて絹雲母・緑泥

石・石英が多くなっている。

　以上3つの鉱床からその晶出順序を整理すると，早期

には硫砒鉄鉱・閃ウラン鉱・灰重石・黄鉄鉱および電気

　（b）前田鉱床

　本鉱床は走向N400E，傾斜60。SE，平

均脈幅806mを示す含銅磁硫鉄鉱・石英

脈である。ウラン鉱は中段および西部鑓押

坑に認められ，いずれも鉱脈の上盤および

下盤際の電気石・珪化帯に，少量の灰重石

・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱等とともに産

出する。このような部分の幾つかの採取試

料を分析した結果0．067～1．4％Uであつ

た。

　放射能強度は自然計数0．006～o．007mrl

h，坑内は大体o．01～o．014mrlhである

が，とくに異常を認めた部分では最高0．18

mr／h，522cpmを示した（第4図aおよび

b参照）。

　（c）大切鉱床

　3号鑓は走向N400E，傾斜70。SE，

平均脈幅80cmの含銅磁硫鉄鉱・石英脈

で，1若干のタングステンを伴なうものであ

る。現在のどころ放射能異常は認められな

い。　，

　鉱石は緻密塊状鉱と鉱染状鉱に分けら

れ㌧前者は主として黄銅鉱・磁硫鉄鉱およ

び硫砒鉄鉱からなるもので，後者は磁硫鉄

鉱を主として之若干の黄銅鉱・黄鉄鉱を伴な

う低品位鉱である。このほか上盤または下

盤際に産する珪質鉱からウラン鉱およびタ

ングステン鉱を産出することがわかつた。

おもな鉱石鉱物は硫砒鉄鉱・黄銅鉱・磁硫

鉄鉱・黄鉄鉱などで，少量の自然金・磁鉄

鉱・灰重石および閃ウラン鉱を伴なう。脈

石鉱物としては斧石（？）・緑簾石・緑泥石

・緑色角閃石・電気石・石英．・方解石など

が知られている。

　含ウラン鉱石を顕微鏡下に観察した結

果，緑色電気石と密接に共生しており，ま

た硫砒鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱ともよく伴な

ウラン鉱物としては閃ウラン鉱でcollO一
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図版1松岩鉱山前田鉱床産ララソ鉱石の反豹顕微鏡

石が，中期には磁硫鉄鉱と黄銅鉱が，そして晩期には黄

鉄鉱・黄銅鉱および閃亜鉛鉱が晶出したものである。石

英は全鉱化期を通じて，また炭酸塩鉱物は早期と後期の

各3つの時期に晶出したものと考えられる。

　4．2．2　矢越鉱山15）1す）17）

　本鉱山は岩手県東磐井郡矢越村三枚山にあつて大船渡

線矢越駅北方2．5kmにあたる。

昭和19年頃まで稼行されていたが，現在休山中で入

坑不能である。

　鉱山付近の地質は花商閃緑岩・石英モンゾニ岩・扮

岩・変輝緑岩および黒雲母片麻岩等からなる。

　鉱床は花嵩閃緑岩と石英モンゾニ岩との境界部に存在

する輝緑岩中，とくに斑精岩質岩石中の岩漿分化鉱床と

いわれるもめで，レンズ状曼分岐脈状を呈する。また，

アプライト岩脈中には金を含む石英脈もある。

　鉱石は黄銅鉱・キューバ鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・黄鉄

鉱・輝銅鉱・自然金・自然銅・赤鉄鉱・石英・角閃石等

からなる。

　放射能測定の結果は，大和坑口付近の自然計数は0・001

’一〇．oo2mrlhであり，坑口付近の鉱石および餅はo．oo21

mr／h一で，異常は認めちれなかつた。自然計数がほかの

地域より低いのは付近の岩石が塩基性岩石からなるため

で南ろう。

　4．2。3愛宕鉱山（浜横沢）

　本鉱山は岩手県東磐井郡折壁村にあつて東北本線一闇

駅の東方約40km，気仙沼市より西方約10kmにあたう。，

　昭和10年大切坑をもつて県道筋から開発を始めたが，

昭和10～13年頃を除いたほかは，おンむね休山してい

たといわれる。一

　鉱床は石英モンゾニ岩中の金・銀石英脈で，現在入坑

不能である。

　放射能強度は坑口付近の自然計数0．004～0．OO6mrlb

で，礁についてもとくに異常ば認められなかつた。

　4．2．4　新月鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡新月村にあつて大船渡線気仙沼

駅かち南酉約5kmにあたる。

　昭和18年頃まで盛大に稼行された由で，餅も多く見

られるが，昭和18年以来休山中である。

　本鉱山付近は中生層に属する新月噴出岩類からなつて

いる。

　鉱床は紛岩中に胚胎する磁硫鉄鉱一黄銅鉱一黄鉄鉱一

石英脈で，、数10条の鉱脈があるといわれているが，現

在坑道埋没のため入坑不能である。

　放射能強度は，鉱山付近の自然計数は0』005【ピ0．006
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mrlhで，硝・鉱石も大体同程度の数値を示し，異常は

認められなかつた。

　4．2．5　松倉鉱山

　本鉱山は岩手県東磐井郡小梨村松倉沢にあつて，大船・

渡線小梨駅から南方約5kmの地点にあたる。

　現在休山中で，沿革も明らかでない。

　当鉱山付近は花崩閃緑岩・石英毛ンゾニ岩・石英閃緑

岩の深成岩類と中生層に属する黒色粘板岩からなる。

　鉱床は主として粘板岩（ホルンフ土ルス化）中に胚胎す

る。走向N10。E，700Eの傾斜を有する鉱脈で，約10m

の鑓押坑道がある。

　鉱石は磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・石英からなり，灰

重石は認あられない。

　放射能強度は坑口付近の自然計i数が0．004～0．005

mr／hであり，坑内の粘板岩一・鉱脈とも0．004～0．006

mr／hであつた。

　4．2．6　東楽鉱山18）

　本鉱山は岩手県東磐井郡矢越村にあつて，・大船渡線矢

越駅の南方8kmで，東楽山（海抜461m）の東北山麓に

位する。

　当鉱山は古くから相当に稼行されたようであるが，沿

革は明らかでない。昭和18年まで目本鉱業株式会社に

より稼行され，その後休山中のものである。

　鉱床は石英モンゾニ岩の縁辺部において，古生層との

境界にほダ直角に走向N30～40QE，傾斜70。Nの断層

，に沿い，主として石英モンゾニ岩中の鉱染状鉱脈である。

　鉱石は硫砒鉄鉱と多少の黄銅鉱・黄鉄鉱を伴なうが，

石英脈中には金が109／t内外含．まれているとのことで

、ある。

　放射能強度は坑口付近の群が0』005mr／hで，異常は

認められなかつた。　・

　4．2，7旭鉱山

　本鉱山は岩手県東磐井郡矢越村折壁村にあつて，大船

渡線折壁駅南方8kmにあたる。

　沿革は明らかでないが，藤原時代に稼行された由で，

現在休山中である。

　鉱床は石英モンゾニ岩中の含金石英脈で，主脈2条あ

り，N－S系統とN400E系統のものが知られてV・る。下

部に行くに従つて銅に富むといわれる。また少量の黄鉄

鉱・黄銅鉱・磁硫鉄鉱を伴なう。

・放射能強度は，自然計数0．006mr／h，母岩は0．015

mr／h，鉱石および餅は約0．015mrlhで，異常は認めら

れない。

4．2．8太田山鉱山

本鉱山は岩手県東磐井郡室根村字新子太田山にあつて

大船渡線折壁駅南方約6kmにある。現在休山中である

が旧藩時代に開発し，その後昭和15年川端某により，さ

，らに戦後菊地某により開発され，31年7月より同和鉱業

株式会社の手に移つた。

　鉱床は石英モンゾニ岩・紛岩質岩石・砂岩中の脈状鉱

床で，走向N40。E，傾斜80。NWを示す。鉱石は磁鉄

』』鉱を主とし，黄鉄鉱も少量見られ，脈石鉱物は石英およ
こ
び
緑
泥 石である。一般に褐鉄鉱化が著しく，ま孝母岩の

一部は緑泥石化しているd

　放射能強度は坑口近くの自然計数0。006mrlh，坑内

の母岩o．oo7～o．oo8mr／h，鉱石o．oo7～o．015mr／hで

あつた。鉱脈の一部は坑内母岩の約2倍の数値を示す

が，著しい異常は認められない。

　4．2．9峰鉱山

　本鉱山は岩手県東磐井郡室根村字新子にあつて，大船

渡線折壁駅南方約6kmにあたる。

　鉱床は石英モンゾニ岩中の不規則球状を呈するペグマ

タイトで，石英に富んでいる。　，

　露天掘りのあとが1カ所見られ，この付近にはペグマ

タイト質石英脈が数条見られる。

　放射能強度は，自然計数0．01mr／hで，ペグマタイト

の部分がo．01～o．015mrlhであり，放射性鉱物は認め

られなかつた。

　4．2．10　黄金山鉱山

　本鉱山は岩手県東磐井郡大津保村にあつて，大船渡線

矢越駅南方13kmにあたる。

　昭和29年8月に開発に着手し，一現在探鉱中である。

　鉱床は石英閃緑岩中に胚胎する含金黄鉄鉱一石英脈で

走向N50。E，傾斜350NWのものと，走向MO。E，傾

斜300SEのものがあり，このなかには209／t程度の

Auが含まれズいるとのことである。現在貯鉱中の鉱石

は約50tある。

　放射能強度は坑外の自然計数が0．003～0．004mr／h，

坑内の鉱脈・母岩とも大体o．oo3～o．oo5mr／hで異常一

は認められなかつた。

　4．2．11　大盛鉱山7）10）

　本銘山は岩手県東磐井郡室根村津谷川・宮城県気仙沼

市にあり，大船渡線矢越駅の南方約10kmの上津谷川

から東方4km・に事務所，その北方、1。5kmにあたる。

　当鉱山付近の地質は，三畳紀のチャート・砂岩・砂質

凝灰岩とこれらを貫く石英モンゾニ岩・玲岩が発達して

いる。

　鉱床は主として砂岩（部分的にホルンフェルス化がみ

られる）・粘板岩・チャートおよび紛岩中の高温一中温F

熱水性鉱脈であり，大盛1・岩手・宮城の3鉱床が知られ
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てV・る。大盛鉱床は走向N20イー30dE，傾斜55～700W

で，延長約100m，幅0．2～0．5m程度である。鉱石は

主として黄鉄鉱・磁硫鉄鉱からなるもので，それに少量

の硫砒鉄鉱・黄銅鉱・磁鉄鉱等を伴ない，脈石鉱物とし

ては，石英のほかに電気石・角閃石・斧石・緑簾石・方

解石・透輝石を伴なう（第5図a～e）。

　岩手鉱床はチャート・砂岩・粘板岩中の走向N20～

400E，傾斜60～80。SWを示す鉱脈で，鉱石鉱物として

は黄鉄鉱・磁硫鉄鉱を主とし，このほかに黄銅鉱と若干

の灰重石・磁鉄鉱・硫砒鉄鉱を伴なう。脈石鉱物は主と

して石英・方解石からな窮鉱脈上聲にある粒板岩・砂岩

下盤の紛岩には磁鉄鉱の網脈の発達がみられる（第6図

a～む）。「

　宮城鉱床については未調査である。

　これら各坑内における鉱脈および母岩の放射能測定を

行なつた結果は次のとおりである。
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地質調査所月報（第11巻第11・号）．

　大盛鉱床：自然計数0．006mr／h（坑口付近），大切坑

の砂岩（歩ルンフェルス化）0。007～0、002mrlh，破砕帯．

0．007～0．019mr／h，鉱脈O．007～0．019mr！hであつた。

また下一番坑？’大切中段・中切坑の母岩 は0．006～

o．018mrlh，鉱脈o．oo5～o．018mrlhであつた。4番坑

は坑口の自然数0．016mr／hで母岩0．015～0．023mrlh，

鉱脈0．017～0．022mr／hであつた。

　岩手鉱床：2番坑・3番坑は坑口付近の自然計数0．006

mr／hで，坑内の母岩が、o・014～0・018mrlh，鉱脈o・oo8

．～0．017mr／h，大切坑・中切坑および4番坑では母岩

0．009～0．02mr／h，鉱脈0．007～0．017mr／h・であρた。

　以上の結果をみて，母岩・鉱脈ともに大きな変動はな、

いが，母岩および鉱脈の」部に自然計数の最高2～3倍

程度の数値がみられたにすぎなかつた。

　4．2．12清水鉱山

　本鉱山は岩手県東磐井郡大津保村にあつて，大船渡線

矢越駅の南方約14kmにあり，現在休山中である。

　鉱床は中生層の砂岩・粘板岩およびこれを貫く石英モ

ンゾニ岩中の金・石英脈であるが入坑不能であつた。

　放射能強度はこの付近の自然計数0。005mr侮で，、坑

口近くの耕も同程度であり，異常は認められなかつた。

　4．2．13　千代ケ原鉱山2。）

　本鉱山は岩手県東磐井郡大津保村下津谷川千代ケ原に

あり，大船渡線矢越駅から15km，津谷町かう津谷川に

沿つて約7kmでともに自動車を通ずる。

　当鉱山は昭和12年硫化鉱および酸化鉱に金を含有す

る
．
ことが知られ開発されたが，一さらに昭和お年八千代

坑の鉱石中に，ニッケル・コバルトを含有することが確

認され，探鉱を継続していた。しかし終戦と同時に休山一

し，現在に至つている。

　付近の地質は中性層に属する砂岩と，この一部を貫く・

石英モンゾニ岩または閃緑岩質紛岩からなる。

　鉱床は主として砂岩中に胚胎し，一部は砂岩1と石英モ

ンゾニ岩の境に沿う鉱脈もみられる。それらはおンむね

走向N60。W，傾斜50。Nを示し，万代1・2号坑，八

千代中切坑・同1号・同3号および宝来1号坑等の坑道

があり，いずれも入坑可能である。

　鉱石鉱物は磁硫鉄鉱・黄鉄鉱および少量の黄銅鉱等か

らなる。なお，このほかに輝鉄コバルト鉱・硫砒ニッケ

ル鉱等の産出も知られている。脈石は石英・角閃石・緑

泥石等からなる。

　’これらの諸鉱床および坑外の耕，鉱石の放射能強度を

測定した結果は次のとおりである。すなわち万代1号坑

、内の砂岩が0．024～0．026mr瓜，閃緑岩または石英毛ンー

ゾニ岩o．oo6～o．007mrlh，鉱脈o．01～o．026mr／hであ

り，万代2号坑の砂岩は0．005～0．009mr／h，鉱脈0．005・・

～o．oo8mrlhであつた。八千代中切坑では閃緑岩o。oo5一

～o．oo8mrlh，ホルンフェルス化した砂岩はo．018～

o．022mrlh，鉱脈o．oo5・》o．oo9mr／h，また八千代1号・

同2号坑中の砂岩0．005～0．012mr／h，閃緑岩0．013～

o．015mrlh，鉱脈o．oo6～o．oo9mr／hであつた。なお鉱，、

床付近の自然計数は0，005血r／hである。以上で明らか

なように，万代1号坑の砂岩・鉱脈および八千代中切坑．

の砂岩の一部には若干高い数値を示すものもあるが，著

しい放射能異常は認められなかつた，しかし当鉱床はそ

の鉱石の鉱物組み合せか．る推察して，放射能強度につい

てはさらに精査を要するものの一つと思われる6八千代、

坑内の地質およびその放射能強度の測定結果は第7図に

．示すとおりである。

　4．2．14竹野下鉱山（馬場山鉱山）

　本鉱山は岩手県東磐井郡大津保村竹野下にあ聖り，大船一

渡線矢越駅の南方約9、kmの地点にあたる。

　鉱床は主として中生層の粘板岩・砂岩，’一部閃緑岩中に．

胚胎する石英脈である。鉱石は少量の黄鉄鉱を伴なう。

休山中のため入坑不能である。

　放射能測定の結果は自然計数0．002mr／h，餅も同程度

で異常は認められなかつた。

　4．2．15浦島鉱山

　宮城県気仙沼市浪方にあつて，大船渡線気仙沼駅の東．

方約3kmにあたる。現在探鉱（取開け）中である。

　鉱山付近は古生層に属する黒色粘板岩・砂岩等が広く

発達しており，さらに鉱山の東側近くをほダ南北に通る

東中才断層の東側は中生層の砂岩・粘板岩からなつてい

る。鉱床は主として古生層の粘板岩中に胚胎する含金灰一

重石石英脈である。

　放射能測定の結果，自然計数は坑口において0．003

mr／hで，粘土を伴なう石英脈が0．014～0．017mr／hで

あつた。とくに放射能異常は認められない。

　4．2．16　陣ケ森鉱山

　本鉱山は宮城県気仙沼市唐桑町にあつて，大船渡線気

仙沼駅の東方約5．5kmにあたり，休山中である。

　一鉱山付近は中生層に属する砂岩・頁岩からなり，鉱床

はこのなかに胚胎する含金銀石英脈である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　放射能測定の結果，自然計数0．015mr／hで，坑内の・

母岩および鉱脈は0．015～0。018mr／hを示し，とくに異一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
常は認められない。

　4．2．17　鹿折鉱山9）

　本鉱山は宮城県気仙沼市鹿折白石にあつて，大船渡線

上鹿折駅北方4kmにあたり，休山中である。
　　　　　　　　　　　　　　！
　鉱山付近は古生層の黒色粘板岩・砂岩と，下部三畳紀
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第7図　千代ケ原鉱山八千代坑（中切坑）坑内地質鉱床および放射能強度分布図

に属する粘板岩等からなり，鉱床は主として古生層の層

．理に平行に胚胎し，走向N300E，傾斜30。SEを示す含

金タングステン石英脈である。鉱石鉱物は自然金・輝銀

・・鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱および灰重石で，脈石鉱物

は石英が主である。

　放射能測定の結果は自然計数15CPmで，鉱脈も同程

、度で南つた。使用機械はP・cket　battery　monitorを用

いた。

　4，2．18徳仙丈鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡本吉町（津谷町曾坊堂）にあつ

て，大船渡線気仙沼駅から南方20kmで津谷，　さらに

北方約10kmにあたり，鉱山までトラックを通ずる。

　地質は鉱山の北方に石英モンゾニ岩が広く発達してお

り，また鉱山付近は主として中生層の粘板岩・砂岩から・

なる。

　鉱床は砂岩・粘板岩中の走向N600E，傾斜50～70。NW

を示す石英脈で走向延長約300mにわたつて認められ

ており，脈幅は0．5～7m（密鉱部）程度である。鉱脈は

狭い部分でも2，3枚の復成鉱脈からなるもので，鉱化作

用は少なくとも2つに分けられる。すなわち，硫砒鉄鉱

一石英脈が早朔のもので，これに引き続いて硫砒鉄鉱一

黄銅鉱一黄鉄鉱脈がみられる。

　母岩は珪化作用を著しく蒙つて灰白色を呈する。鉱石

鉱物は緻密な部分では，主として硫砒鉄鉱・黄鉄鉱およ

び黄銅鉱からなり，，4のほか一般に磁

硫鉄鉱が含まれ，金も含有される。脈

石鉱物は石英が大部分である。

　徳仙丈鉱山の2号坑・3号坑および

4号坑内の母岩・鉱脈の放射能強度は

次のとおりである。

　1）　2号坑二粘板岩・砂岩等の母岩

はおンむね0．008～0．015mr／h，・鉱脈．

は0．007～0．016mr／hであつた。

　2）　3号坑♂母岩は0．005～0．019

mr／h，鉱脈はo．oo6～o．017mrlh，破

砕帯はO．008～0．016mr／h，断層の部

分は0．007mr／hであり，また，坑内

の自然計数は場所により変動がみられ

たが，o．oo5～o、oo9mr／h程度であつ

た。

　3）　4号坑・：母岩はO．005～0．018

mr／h，鉱脈は0．006～O。015mr／h，破

砕帯は0．007～0．017mr／h，・坑内の自

然計数は0．005～0．006mr／hであつ

た。

　なお，当鉱床付近の坑外における自然計数は一〇・005～

0．oo6mr／hである。

　以上から明らかなように，現在のところ，とくに放射

能異常は認められなかつた。

　坑内地質および放射能強度の測定結果を示せば，第8

図のとおりである。

　4．2。19　御殿鉱山

　本鉱山は宮城県気仙沼市にあつて，大船渡線気仙沼駅1

の南西約9km，松岩鉱山の南西約5kmにあたる。昭和

30年に開坑し～．1号坑（鍵押坑道）は約200m程度採掘

が進んでいるが，現在休山中である・

　鉱床け主として中生暦の砂岩中に胚胎する鉱脈である

が，坑内では一部石英モンゾニ岩もみうれる。鉱脈は走

向N40～60。E，傾斜70。SWを示し，脈幅20～60cm

である。鉱石は主として磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・石英からな

り，そのほか少量の黄銅鉱・灰重石を伴なう。

　放射能測定ゐ結果は次のとおりである。坑口付近の自

然計数は0．007～0．008mr／h，坑内の砂岩は0。01～0，014

mr／h，鉱脈0．012～0．015mr！h，石英モンゾニ岩の一部

では’0。023mr／hを示した。坑内地質およびその放射能

強度測定結果を第9図に示した。

　4．2．20御獄鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡津谷町にあつて，仙北鉄道米谷

駅の北東方20km，気仙沼線津谷町の西方約2kmの地
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点 にある1昭和20年9月以来休山中で，現在中切坑・爪

谷坑のみ入坑可能である。

　鉱山付近の地質は主として中生層の砂岩・粘板岩が広二

く発達しているが，この一部は閃緑紛岩に主り貫かれて　灘

いる。

　鉱床は砂岩・粘板岩中に胚胎する含金石英脈で，走向

N20ん40。W，傾斜50～70。Wを示す．鉱石は黄鉄鉱・

黄銅鉱を含み，上部では金の品位が高く，時には肉眼的

なものもあつた由である。

　放射能強度は自然計数0．006mr！h，坑内の母岩・鉱脈

とも0．007（・0．015mf／hで，とくに異常は認められなか

つた。

　4．2．21神宮鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡本吉町津谷にあつて，大船渡線

気仙沼駅の南西方24kmにあたり，休山中である。

　鉱床は中生層の砂岩・頁岩と，これを貫く花闇閃緑岩

中の石英脈である。鉱石は硫砒鉄鉱p黄鉄鉱・磁硫鉄鉱．

が主で，・それに少量の黄銅鉱・金を伴なう。

　放射能強度は自然計数0。004～0，006mr／hで，坑内の

母岩・鉱脈ともo．oo5～o．oo8mrlh，また大切坑の耕（主．

として閃緑岩）は0．008～0．009mr／hであり，異常は認

められなかつた。

　4．2．22羽田鉱山

　本鉱山は宮城県気仙沼市にあつて．大船渡線気仙沼駅、

南西方8kmにあたり，休山中である。

　鉱床は石英モンゾニ岩中の黄銅鉱・輝水鉛鉱石英脈で

走向N50～60QE，傾斜70。SW，脈幅0．3～0．5mであ

る。立坑が1本あるが水没している。

　放射能強度は自然計数0．005mr／h，餅および鉱石

0．gO6～0．008mr／hで，異常は認められなかつた。

　4．2．23　岩倉鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡階上村鳥子沢・大谷村・気仙沼

市にまたがり，大船渡線気仙沼駅南方9kmにあたる。

昭和16年頃まで盛大に稼行されたといわれるが，現在

では休山中で，入坑不能である。『

　鉱床は中生層の砂岩・粘板岩・花南閃緑岩中に胚胎す

る走向N30QE～NSで，60～70。東に傾斜する含金黄銅こ

鉱・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱石英脈である。

　放射能強度は自然計数o．oo5mr／h，併および鉱石は

0．005～0．007mr／hで，異常は認められなかつた。

　4．2．24大谷鉱山

　本鉱山は宮城県本吉郡大谷村平磯にあつて，大船渡線．

気仙沼駅の南方7km，気仙沼線大谷駅の北方約3kmに

あたる。現在目本鉱業株式会社が稼行中である。

　地質は中生層に属する粘板岩・砂岩・礫岩等と，これ・
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第9図　御殿鉱山坑内地質鉱床および放射能強度分布図

を貫いて，閃緑岩・紛岩および輝石煙斑岩からなり，こ

れら火成岩類の露出範囲は狭い。

　鉱床は主として砂岩・粘板岩中にあつて，走向NS～

NNEで，本鑓のほかに2号・3号・4号・5号・西3

号・一枚山および萱刈の8脈があり，このうち優勢なの

は本脈および4号脈の2つである。

　鉱石は自然金・硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱・テルル蒼鉛鉱・

白鉄鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・石英がおもで，また鉱脈の近

くには柱石・透輝石・陽起石が生じ，時により鉱脈の中

または盤肌に沿つて陽起石・絹雲母・長石を生じている

所もあり，方解石脈もみられる。

　放射能強度（長盛本鎚傍新館坑）は次のとおりである。・

自然計数0。002～0．003mr／h，坑内の母岩（砂岩・粘板

岩）o．01～o．015mrlh，閃緑岩o．oo7mr／h，鉱脈o．oo4

～0．005mrlhで，とくに異常は認められなかつたg

　4．2．25　金取鉱山

　本鉱山は宮城県気仙沼市にあつて，大船渡線気仙沼駅

南西約7kmの地点に存在し，松岩鉱山の南方約1km

にあたる。

　鉱床は安山岩中の鉱脈で，走向N30～400Eである。

旧坑は2号・3号・4号および5号坑が存在するが入坑

不能である。

　鉱石は黄銅鉱・硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・石英か

らなり，鉱脈の盤際には緑泥石が多い。

　放射能強度は自然計数0．002～0．003mr／hであり，

現在のところ異常は認められない。

　4．2．26　不動鉱山（本吉不動鉱山）

　本鉱山は宮城県気仙沼市新月村上にあつて，大船渡線

新月駅の南方約2kmにあたる。旧坑と立坑のあとがあ

るが，休山中のため入坑不能である。

　鉱床は新月噴出岩類中に胚胎する金・黄銅鉱石英脈で

走向N20～300旦傾斜70神80。SEを示す。

　放射能強度は自然計数0．006mr／h，岩石0．007～0．008

mr／h，耕o．oo6mr／hで異常は認められない。、

5．結　　言

　本地域の鉱床群は古生層および中生層の各堆積岩類中

に逆入した花嵩岩類に関連し，その生成の時期は中～上

部白聖紀と考えられている。これらの鉱床群のうち，気

仙沼市の西部地域では，いわゆる花崩岩類を中心として

鉱石の帯状配列を示していることは興味あることで，そ

の配列は中心部から①Cu－W－Mo②Cu－Ni・Co・W－As一
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U③Cu－Zn－Pb－As－W　④Au－Ag－As－Bi－Teとなつて

いる。東部地域ではこのような規則性は認められない。

　今回の調査ではCu－Ni－CαW－As－Uの組み合せに属す

る松岩鉱山前田鉱床および隆盛鉱床以外には著しい放射

能異常をみいだしえなかつた。しかしその鉱石鉱物の組

み合せなどから，今後の調査によつては千代ケ原・大盛・

羽田の諸鉱山には，ウラン鉱物が発見される可能性が考

えられる。

　松岩鉱山のウラン鉱の産状に関して次のことが判明し

た。

　（1）ウラン鉱としては前田鉱床において閃ウラン鉱が

確認された。

｝（2）前田坑中段の閃ウラン鉱は主として鉱脈の上盤際・

の緑魚電気石帯および上盤または下盤際の珪質鉱中に灰

重石・、硫砒鉄鉱および黄鉄鉱などと伴なつて産する。

　（3）隆盛坑のウランは角礫帯中に網脈状をなす。幅数

・cm～10c甲の磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・硫砒鉄鉱および』黄銅

鉱鉱脈中に局部的に濃集している。角礫帯中には灰重

、．石・電気石帯，粘土化帯および褐鉄鉱化等がみられるが

とくに褐鉄鉱化が著しい。

　（4）ウラン鉱の晶出は比較的初期の鉱化期に晶出した

ものと考えられる。

　（5）前田坑中段産ウラン鉱石を鏡下に観察すると，閃

ウラン鉱は不規則粒状，時にリング状ゐcolloform組織

を呈し，緑色電気石・硫砒鉄鉱・黄鉄鉱およびタングス

テン鉱物と密接に共生する。

　・閃ウラン鉱の粒度は約0．01～O．04mm’程度のものが

多いようである。

　（6）母岩の変質は緑泥石化・絹雲母化・珪化および部

，分的に電気石化作用が認められる。

　（7）隆盛鉱床および前田鉱床のウラン濃集部分から採

取した数個の分析の例では次のようである。

　　隆盛鉱床　　0．11～0・16％U

　　前田〃　　o．067～1。4％U

　大体以上のことが判明しでいるが，ウラと濃集部分の

規模・延長方向，さらには埋蔵鉱量等は今後の精査にま

たなければならない。　　　　（昭和31年2月調査）
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